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2009年度第2四半期決算説明会
2009年11月5日

積水化成品工業株式会社
（証券コード４２２８）
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

２００９年度上期決算概要

連結中間決算開始以降（２０００年度）以降、上期としては過去最高の売上・利益を達成
・高機能品の売上が第２四半期以降想定以上に回復
・ＰＳＰが事業譲受効果などで販売数量増加
・退職給付費用負担増で経費増加も、高機能品増と原価低減効果で利益改善
・子会社赤字削減で税負担軽減

単位：百万円
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

２００９年度上期セグメント業績

単位：百万円

＜樹脂事業＞ ＥＰＳが数量減も、ピオセランなど高機能品が第２四半期以降需要回復

＜シート事業＞ ＰＳＰが事業譲受効果などで販売数量増加

＜建材事業＞ 建材は売上減も土木は堅調、合理化効果で黒字転換

＜その他事業＞ ファーストフード向け紙容器、マスク商品などが好調
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

２００９年度 修正計画概要

固定費増加を高機能品販売増でカバー、年間で対前年増収増益

・デジタル家電・自動車部材を中心に高機能品を上期よりさらに売上拡大

・汎用品は原料価格の動向に適切に対応し、利益確保

単位：百万円
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

２００９年度 セグメント・設備投資修正計画

単位：百万円
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

ピオセラン …ポリスチレンとポリオレフィンを組み合わせた当社独自の複合樹脂発泡品

自動車部材 …軽量性（燃費向上）と衝撃吸収性（搭乗者保護）に優れ、採用車種・部位増加中

主要製品の状況・・・高機能品
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

デジタル家電緩衝材

特にセル工程→モジュール工程→完成品組立工場
での工場間輸送ＢＯＸ採用増加中

…薄型テレビの大型化、製品・部材のグローバル輸送増により採用増加

主要製品の状況・・・高機能品
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

ピオセラングローバル供給拠点の構築完了・・・需要回復が想定以上のためさらなる設備増強の検討開始

欧州地域での

設備増強
北米地域での

設備増強

●

● ●

台湾

2006年重合プラント
稼動開始

● 日本 (滋賀）

日本（関東）

【発泡剤含浸】 【発泡粒子】

．．．

．．．

【成形 (EPS成形機)】【重合】

世界中のEPS成形メーカー
世界中へ展開日本、台湾

中国（天津）

2005年10月稼動

●

中国（蘇州）

2009年7月稼動開始

北米 （テネシー州）

2006年11月稼動

●

●
アジア地域での

設備増強

● 生産拠点

販売拠点ヨーロッパ（オランダ）

2008年11月稼動開始

主要製品の状況・・・高機能品

シャープグリーンフロ
ント堺内成形工場
2009年10月稼動開始
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

ピオセラン売上高
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92.1上期トータルでは前年同期比減だが、７－９月
は前年同期を上回る回復
・自動車部材は環境対応車への採用が多くほ
ぼ前年同期並み

・デジタル家電向けが特に第2四半期以降大幅
に回復

・蘇州工場7月稼動開始、フル稼動状態
↓
下期もシャープ堺、中国需要増など上期比増
加見込み
・シャープグリーンフロント堺内成形工場10月
稼動開始、順調な立ち上がり
・自動車部材も環境対応車増に新規採用加わ
り増加

54.5

69.7

79.5

当初
計画
31.8

主要製品の状況・・・高機能品
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

テクポリマー

光拡散用途
液晶テレビ・モニターの光拡散機能

・・・当社独自の重合技術から生まれた有機微粒子ポリマー(3μ m～200μ m)

標準品 非真球状 多孔質状

化粧品用途
（しわ隠し、滑り性、
触感改良）

塗料用途
（艶消し効果）

主要製品の状況・・・高機能品

テクポリマーの主な使用液晶部材・・・
拡散フィルム、拡散板、ＡＧ（防眩）フィルム
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

テクポリマー売上高
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35.4 35.5

28.6

光拡散向けは需要回復進むも、新たな需要開

拓が急務

・主力の拡散フィルム向けはほぼ想定どおりの

需要回復

・防眩（ＡＧ）フィルム、複合機能シート向けは順

調に拡大

・化粧品向けが減少

↓

・液晶部材向け販売数量確保に加え、ＬＥＤ照

明分野事業拡大

当初計画

12.9

主要製品の状況・・・高機能品

27.0
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

主要製品の状況・・・汎用品

エスレンシート （ＰＳＰ）

エスレンビーズ （ＥＰＳ）

・主用途の水産向け不振に加え、建材・家電用途の需要減、
輸入品の増加などにより、販売数量の減少

・成形子会社の省エネなど原価低減による採算改善が進展

・カップめん用途の需要が堅調だったことに加え、サンポリマ
ーからの事業譲受（３月）が想定以上に寄与し、販売数量増
加

・原料値上げ（１次：７月、２次：９月）に対応した製品価格改
定が完了
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

積水化成品グループ１００年ビジョン

について
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

積水化成品グループ１００年ビジョン

積水化成品工業株式会社は２００９年１０月１日に創立５０周年を迎えました。

これを機に、積水化成品がグループとして今後の５０年もさらに発展していくため、

「積水化成品グループ１００年ビジョン」を策定しました。

「積水化成品グループ１００年ビジョン」の策定コンセプト

グローバル
展開

グループ
経営

と
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

積水化成品グループが創立１００周年（５０年後）に目指す姿として、

積水化成品の創業の精神や新たな経営理念をベースに、「インダストリー」「ヒューマンライフ」「環
境・エネルギー」の分野でグローバルに事業展開するとともに、「ＣＳＲ」「全員経営」をグループ全
体に展開し、「グローバルに顧客から信頼されるプラスチックス・ソリューション・カンパニー」を目
指していきます。

積水化成品グループ１００年ビジョン・・・目指す姿
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

積水化成品グループ１００年ビジョン・・・事業ビジョン

現在
（創立５０周年）

50年後
（創立１００周年）

家電・ＩＴ
178億円 輸送

75億円

食
559億円

住環境・
土木

113億円

医療・介護
16億円

環境・
エネルギー

20億円

10年後
（創立６０周年）

Industry
(家電ＩＴ、輸送）

２,５００億円以上

Human Life
(医・食・住）

２,０００億円以上

Environment & Energy 
（環境・エネルギー）

５００億円以上

将来の事業分野（ユニット）と展開

連結売上高：９６１億円
グループ員数：２１９５名
（２００８年度）

連結売上高：２０００億円
グループ員数：４０００名

連結売上高：５０００億円以上
グループ員数：８０００名

・家電・ＩＴ、輸送分野ではグローバル化の進展と、梱包中心から部材への転換が行われている。
・食、土木分野では、国内での実績を基に、グローバルも含めた新たな展開を推進している。
・医療・介護、環境・エネルギーなど、新分野へのアメーバ展開を推進している。

Industry
(家電ＩＴ、輸送）

９００億円
Human Life

(医・食・住）

１,０３０億円

Environment & Energy 
（環境・エネルギー）

７０億円
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

積水化成品グループ１００年ビジョン・・・事業ビジョン

将来のグローバル展開

日本

1,600億円

以上

アジア

（中国含む）

2,600億円

以上

欧米

８00億円

以上
日本

870億円

中国

26億円

アジア

50億円

北米

2億円

欧州

13億円

現在
（創立５０周年）

50年後
（創立１００周年）

10年後
（創立６０周年）

既存事業も含めた真のグローバル企業への変革

・市場拡大が予想される中国・アジアに重点、先行している家電・ＩＴ、輸送の拠点を利用し、食や土木での参入を行っている。
・他地域は家電・ＩＴ、輸送を中心に日系メーカーから現地メーカーに展開している。
・現地生産・現地対応を中心とした事業展開を進めている。

海外連結売上高：９１億円
海外売上高比率：１０％
（２００８年度） 海外連結売上高：８６０億円

海外売上高比率：４３％
海外連結売上高：３４００億円以上
海外売上高比率：６８％

日本

1,140億円

アジア

（中国含む）

610億円

欧米

250億円
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

積水化成品グループ１００年ビジョン

新中期経営計画について

２０１０年度からスタートする予定の中期経営計画は、この積水化成品グル
ープ１００年ビジョンに添った形で今後策定。

・１０年後の事業ビジョンをベースとして、各事業分野でのミッションとアクシ
ョンプランの策定

・海外展開に向けての人事・体制も含めたビジネスサポートの仕組みづくり

・事業部・本社部門合わせて組織体制・人員体制の見直し

・グループ経営推進のための仕組みづくり
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プラスチックス・ソリューション・カンパニー

人と環境を大切に 夢をふくらませる積水化成品グループ

本資料に記載されている見込、計画、見通しなど将来に関する記述は、当社が現在入
手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。

積水化成品グループが

出展します。


